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1. は じ め に

情報科学部では、総合情報基盤センターと共同で、「高
等学校教師を対象とした情報教育講習会」∗1を毎年開催
してきた。第 1回目の開催は、学部が創設された平成 14
年度に開催され、今年度で第 9回目となる。今年度から
は総合情報基盤センターが主催となっている。

2. 開 催 概 要

今年度第 9回は、昨年度と同様、情報教育コースとネッ
トワーク・サーバ管理コースの 2コースが開催された。
各コースの概要を表 1にまとめている。昨年度までは 3
日間で実施していたが、今年度は講義内容を絞り込み 2
日間で実施した。

情報教育コースは、昨年度比較的好評であった「Web
ページの作成と公開」および「フリーソフトの入手と活
用」の話題を取り上げた。模擬講義は昨年度と同様、3
件行った。ネットワーク・サーバ管理コースでは、ネッ
トワークの基礎、セキュリティ、仮想化について概説し、
Windowsサーバ 2008を用いた実習も行った。
受講者数の変遷を図 1にまとめている。現在の 2コー

ス体制は平成 17年度からであり、それ以前はおもに情報
教育に関わる 2～3 コースを実施していたので、ネット
ワーク・サーバ管理コースをゼロとしている。情報教育
コースは平成 17年度以降受講者数が減り続けた後、平
成 20年度、21年度と回復したが、今年度は僅かに減少
した。ネットワーク・サーバ管理コースは、最初に開設
された平成 17年度に非常に多数の受講者があり、その後
もほぼ安定した人数が受講してきている。

3. アンケート調査

総合情報基盤センターでは、講習会受講者を対象に、
講習会終了時にアンケート調査を実施している。調査項
目は平成 18年度（6巻 1号参照）とほぼ同じである。
満足度に関して、平成 14年度から平成 22年度までの

結果をまとめると、図 2のようになる。
平成 19年度までは全般的に向上してきた満足度は、平

成 20年度、平成 21年度に頭打ち的な傾向がみられたが、

∗1 一昨年度までは「高等学校教師を対象とした情報技術 (IT)

講習会」という名称で開催された。
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図 1 受講者数の変遷
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図 2 アンケート結果（満足度）

今年度は回復している。今後ともさらに工夫をこらして、
受講者数の確保をはかるとともに、満足度を一定レベル
に保つことが期待される。

4. お わ り に

情報教育コースは、昨年度に比べて僅かに受講者数が
減少した。一方、ネットワーク・サーバ管理コースは安
定した需要がある。ネットワーク・サーバ管理コースに
関して、担当者が固定され、しかも非常に負荷が重いと
いう問題点が指摘されている。
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表 1 平成 22 年度 第 9 回高等学校教師を対象とした情報教育講習会 講義内容一覧
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